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（第5期中期経営計画のめざす方向性）

第5期中期経営計画・2017年度事業計画
TOHOKU ROKIN DISCLOSURE 2017

2017年度は、東北労働金庫第5期中期経営計画（2015年度～2017年度）の最終年度として、「3つの主要テーマ（運
動性・収益性・事業性）」と「3つの改善（営業推進・財務基盤・事務効率）」の着実な実践により「会員と共に創る新
たなステージ」を確立し、「預貸和 3兆円超金融機関」をめざす重要な年度となります。
また、第5期中期経営計画に掲げている「3つの主要テーマ」と「3つの改善」に基づき、当金庫の最重要課題である「経
営改善策」を確実に実施し、盤石な経営基盤の確立に向けた取り組みを進めてまいります。
2017年度は、混迷する社会、勤労者の生活基盤を巡る環境変化、激動する金融情勢等がより一層想定されます。東

北労働金庫が将来に亘って「会員・利用者の皆様の負託に応える」ために、「持続可能なビジネスモデル」構築に向けて
各種課題の整理および対応策を進めてまいります。
東日本大震災から6年が経過し様々な取り組みが継続して行われておりますが、復旧・復興への道標は未だ十分に描

き切れていない状況にあります。被災地にある金融機関として、被災された方々の生活基盤確立に向けた取り組みを継
続し、引き続き社会的役割を発揮してまいります。

項　　　目 2017年度

■主要計数目標 （単位：百万円、％）

※ ROA：経営資源である総資産をどの程度効率的
に活用し利益に結び付けているのかを表
し、ROAが高いほど収益性が高く効率的
であることを示します。

※ OHR：業務粗利益に対する経費の割合を表し、
OHRが低いほど効率的であることを示し
ます。

「運動性」

「収益性」

「事業性」

「震災からの復興、
被災者への支援継続」

❶推進機構・会員との協働　❷営業改革　❸総合政策策定と経営基盤の確立　❹「生活応援運動」の継続
❺地域との共生　❻自治体提携融資制度の統一と推進　　　

❶預金・貸出金年間純増額達成　❷収益力拡大、コスト改革　❸「財務基盤改革」による資金運用力強化
❹「人材改革」による人材育成と組織活性化　❺組織機構改革、子会社との連携　

❶ニーズに合った商品・サービスの提供　❷「事務改革」によるお客様満足度の向上　　
❸コーポレートガバナンス、コンプライアンスの徹底　❹リスク管理の徹底、監査・相互牽制機能の強化

❶営業基盤の整備　❷被災者支援の継続　❸震災関連融資等への適切な対応
❹災害時の業務継続態勢整備　❺会員・労働福祉事業団体等との連携強化　　　

テーマ 重点課題

■2017年度事業計画 

2017年度事業計画
運動性・収益性・事業性の調和・均衡ある発展により、
会員と共に創る新たなステージへ

主要テーマ

震災からの復興、被災者への支援を継続して取り組みます

 」性動運「 ．1
」性益収「 ．２
」性業事「 ．３

… 会員・利用者との協働による共生社会の実現をめざします
… 安定した収益確保に向けて財務基盤の整備を図り、盤石な経営基盤を確立します
… 魅力ある商品・サービスの提供や事務品質管理を徹底し信頼されるろうきんをめざします

サブ・テーマ

スローガン

55,000
25,000
58.41
2,809
0.18
79.83
10.01
0.87

預 金 年 間 増 加 額
貸 出 金 年 間 増 加 額
預 貸 率 （ 平 残 ）
当 期 純 利 益
ROA（総資産税引前利益率）
OHR（業務粗利益経費率）
自 己 資 本 比 率
経 費 率

経　営
改善策

2017年度預貸和3兆円超2017年度預貸和3兆円超
3兆62億円3兆62億円

(2017年3月末実績)(2017年3月末実績)

安定的に持続・発展する東北労金のイメージ図安定的に持続・発展する東北労金のイメージ図

テーマ1

2003年

営業推進の改善

東北労金誕生

2013年

統合10周年

運動性

運動性

収益性 経　営
改善策

事業性

営業推進の改善

財務基盤の改善

事務効率の改善

テーマ2

財務基盤の改善
収益性

テーマ3

事務効率の改善
事業性

2023年

統合20周年
新しいステージへ
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